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株式会社キッツのグループ企業である当社は、株式会社キッツと共同で Bi-Se 系高耐食性鉛フリー黄銅棒

“ＺＣメタル”の開発に成功し、このたび販売を開始いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．経緯 

日本国内では、2003 年 4 月に水道水中の鉛の水質基準が強化され、同時に給水器具への鉛フリー銅合

金の普及が進んでおります。 

一方、米国では、今年の初め米国安全飲料水法（SDWA）の改正によって、2014年 1月より水道用の

配管部材には鉛を含まない黄銅を始めとする銅合金の使用が必要になるなど、大幅に規制が強化されようと

しております。また欧州（EU）では、RｏHS指令に代表される環境規制において、銅合金に含まれるカド

ミニウムの含有量の規制が行なわれております。 

当社はこれまで、これらの規制に対応する商品として、Bi、Se を添加した鉛フリー銅合金キーパロイシ

リーズを開発し、鍛造用・切削用など、それぞれの用途に応じ ZA メタル、ZE メタル等を市場に供給して

まいりました。 

この間、当社は株式会社キッツと共同でキーパロイの材料特性向上の研究を進めてまいりましたが、この

たびこれまでのキーパロイを機械的性質、特に衝撃特性・延伸性を高めることで加工部品としての信頼性を

向上させるとともに、耐脱亜鉛腐食性や耐エロージョン・コロージョン性などの耐食性を高次元でバランス

させることに成功いたしました。 

キッツグループでは、ＺＣメタルをこれまでのキーパロイに替わる鉛フリー黄銅棒の最上位スペックとし

て採用するとともに、当社は日本国内はもとより世界の鉛フリー銅合金市場へＺＣメタルを供給してまいり

ます。 

 
２．ＺＣメタルの特徴 

１）機械的性質、特に衝撃特性・延伸性を高めることで加工部品としての信頼性が向上いたしました。 

２）耐脱亜鉛腐食性や耐エロージョン・コロージョン性などの耐食性、耐応力腐食割れ性に優れています。 

３）切削用、鍛造用のどちらにも使用出来、取扱い上の利便性が向上いたしました。 

４）JIS H3250（昨年 5月に改正）に規定されている C6803 鉛レス･カドミウムレス快削黄銅棒に適合

いたします。 

５）米国ASTM B967のC49300として規定されており、日本国内のみならず広く世界で使用すること

が出来る黄銅合金です。 

 

３．ＺＣメタルの発売日 

2011 年 10 月２４日 

 
以 上 
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